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2.研 究のね らい ・目的
この研究班のね らいは、地域が何 らかのまとまりを もって成立力学を、社会科学者 と人文科
学者が共同で究明 しようというところにある。
そ こで前提 とされているのはおよそあらゆる地域において次の二方向のベク トルが並存 して
いるということである。つまり、一方で、ある地域をそれ自身の固有性 によって他 と区別 し、
これを完結 した共 同世界 として形成 しようとい うベク トル、すなわち 「内世界」形成へ 向かう
ベ ク トルがあ り、他方で、い くつかの内世界 と同質化 ・共通化 ・普遍化 させようというもう一
つのベ ク トル、すなわち 「外文明」がある。ある地域の固有性を把握す るということは、内世
界 と外文明の間の この連 関の様相 と相互作用の力学を解明することにほかな らない。 しか も肝
心な ことは、これを 「外」の挑戦に対す る 「内」の応戦 とい う視点では毛頭な く、内世界それ
自身の主体的営為 という視点において捉えることである。 「外」はいつ も 「内」の問題 として
表れ る。 「外」は 「内」に受容され 「内」において定位 されてい く。 このダイナ ミクスを研究
主題 とす る。
次 にわれわれの研究対象は、東南アジアの精神世界である。別言すれ ば東南アジア世界を物
理空間 ・社会空間 ・意味空間の3つ に分けた際の意味空間が研究対象である。 ここに意味空間
とはそこに住まう人 々によって描き出された世界の姿かたちでありそのイメージである、 とい
うことができる。人 々は時間についてさらに空間についてどのように了解す るのか、その 「了
解の構造」 とはどのようなものなのか、また、人 々が共通にあるいは個別的に得ていく日々の
経験、それがありきたりの経験であれ、尋常な らざる経験であれ、それに対 して、どのような
かたちを与えるのか、そこに認められる 「意味の構造」はどのようなものであるのか。 これ ら
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が、 当面の研究課題、研究対象であ り、そのために、言語とシンボル(儀 礼、神話、民話、倫
理、法、芸術等)を 中心とした幅の広い分野が研究対象 となる。
この研究は他の さまざまな研究 グループ との間の共同研究 として進め られなけれ ばならない。
意味空間論という研究分野を物理空間論ないし生態空間論、また社会空間論 と連動 させ ること
が必要なのである。意味空間が生態空間や社会空間を越えて成立すること、また時 として三者
が相互に無関係であることはいうまでもない。 しか しそのことはこれ ら三者の間の生き生 きと
した対話 こそが もっとも求め られているのである。 このような対話 と親密な研究交流を通 じて、
東南アジアを全体的にみる視座は、東南アジア地域以外の研究者を含めることによっては じめ
て成立可能 となるであろう。
このよ うにして、東南アジアそれ 自体 の研究を通 して、たんに東南ア ジアだけでな く、広 く
人類が生み出 して きた 「文明と文化」についての原理的な問いかけを行 い、そのい くさきにつ
いての思索を深めることを目的とする。
3.平 成6年 度の研 究経 過
平成6年 度において研究班 として3回 の研究会を開催 した。そのうち1回 は公募研究BOl
班との合同研究会であった。
・これ らの研究会の概要 は次のとお りである。
7月2日 ～3日 第1回 研究会[於 大津]
今年度の基本方針について
「王権 の喪失について:ベ トナムの ラス トエ ンペラー」(報 告者:白 石昌也)
「アルジュナ ・ウィジャヤか らスタソーマへ:モ デルとしてのイン ド文学 と現実と しての
ジャワ世界」(報 告者:青 山 亨)
9月16日～18日 第2回 研究会[於 対馬]
『バ ッタ回想録』を読む
フィール ド調査:国 境の島対馬の歴史 と風土に見 る 「外文明と内世界」
12月22日第3回 研究会[於 伊豆、公募研究BO1「 東南アジア近代における文化の 自画像」
班 との合同研究会]
「近世北スマ トラの内世界の形成」(報 告者:弘 末雅士)
「野蛮文化闘争:イ バ ンの逆襲」(報 告者:内 堀基光)
第1回 研究会で は、最初に、研究代表者土屋が提案 した今年度の基本方針 について意見を交
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換 した。次いで白石 は、ベ トナムの 「ラス トエ ンペラー」であるパオ ・ダイ他の回想録を題材
として、パオ ・ダイが 自発的な退位 と政権の委譲に同意する過程 とベ トナムの王朝が革命政権
によって解体され吸収 されてい く過程を、儒教的国家 ・王朝 ・革命概念のコンテクス トに沿 っ
て政治文化的に解釈 しようと試みた。ゲス ト・ス ピーカーである青山亨氏は、古ジャワ語文学
の代表作であるアル ジュナ ・ウィジャヤか らスタソーマへ展開 される思想的変化を解釈 しよう
とした。
第2回 研究会では、モハメッ ド・バ ッタ著 『バ ッタ回想録」(め こん、1993年)を材料 とし
て、イン ドネシアの初代副大統領 となったハ ッタの精神世界 における 「内」と 「外」を参加者
全員で論 じあった。論議の的 とな ったのは、ハ ッタの観念における 「あちら」 と 「こちら」の
関係を中核 としたハ ッタのイスラーム観、オランダ観、太平洋戦争観などであ った。その際つ
ねに、スカルノと比較する視座が設定された。第2回 研究会では、対馬の各地を歩 いた。 「国
境の島」対馬の風物は、 「外文明と内世界」の問題を直感的に捉える一助 とな った と思われる。
第3回 研究会では、弘末が近世(14世紀～17世紀)の 北スマ トラをテーマとし、民族 グルー
プが定着 してい く過程における南イ ン ド出身者の果た した役割について報告 した。南イン ド沿
岸地域は元来、西アジアとの接触 によりイン ドの中で も外来文明の影響を受けやすか った地域
であるが、その出身者たちはスマ トラにおいて も現地人 と混交 し、きわめてメスティーソ的な
集団を形成 したと考え られる。弘末は、ガ ヨやバタ ックなどの民族 グループが 自らの起源神話
を作成 し、民族集団を形成す るに際 し、スマ トラ島周辺に広 くネ ットワークを有 し、職業、宗
教活動を通 して巡回 し、現地人とも混 こうしていた南イン ド人が果た した役割 に着 目した。内
堀は、ボルネオ(カ リマンタン)の 民族集団であるイバ ンを事例として取 り上げ、イバ ンのエ
スニ ック ・アイデ ンテ ィテ ィの形成や変遷の諸相が論 じられた。
以上のほか、 「外文明と内世界」の研究と関連 して、個別 に国内調査、海外調査が行われた。
土屋 は、rイ ン ドネシア:思 想の系譜』を著 し、イ ンドネシアの成立 を思想史の視座か ら解
明 した。21世紀を 目前 に控えた現在、東南アジアが直面 している政治的 ・文化的課題は複雑多
岐にわたる。その中にあって、国民国家 という枠組その ものを思想的に究明することは、とり
わけ重要な課題である。土屋は、無味乾燥になりやすい思想の考察にあたって、生の人間の息
吹か ら肉薄 し、欧米 とア ジア、伝統 と近代、普遍 と個劉、そ して 「外文明」と 「内世界」の葛
藤を捉え、20世紀 に生 まれたひとつの国家、国民における知の営みを描 き出 した。
河上は、1994年3月に ミュンヘ ンのニュルンブルク城で開かれた 「マ ックス ・ウ ェーバー ・
シンポジウム」で 「日本 の法社会学におけるマ ックス ・ウェーバー」(ド イツ語)と 題す る報
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告を行 い、 日本法社会学におけるウェーバー理論の変容過程を三期に分けて分析 した。また、
1994年11月、1995年1月、3月 の3回 、与野市で開かれた連続 シンポジウム 「新 しい大地の詩」
をコーデ ィネイ トした。 「母なる大地:神 々のヨーロッパ」 というテーマの報告では、信仰共
同体の神話構造について、古代 ヨーロッパ史との関連か ら講述を行 った。
白石は、前述の研究報告のほか、1994年3月か ら4月 にかけてベ トナム文化活動調査に従事
し、1994年6月には、ベ トナム地域経済圏と周辺諸国の関係 についての調査を行 った。
横山は、工業化以前の 日本 および琉球における外来文明の変容 と土着化の実態を解明するた
め、第一 に、貝原益軒r自 娯集』に含まれる 「本邦七美説」 「国俗論」の精読、r神 祇訓』残
存写本類の収集 と校訂、r日 記』 『大和本草』r花 譜』にみられ る和品植物、 とりわけ桜をめ
ぐる言辞の分析を行 った。第二に、r図 書総 目録』r古 典籍 目録』r国 文学資料館文献 目録」
r牧野文庫 目録』をはじめ、いくつかの藩の藩校文庫 目録、大英図書館、ケンブ リッジ大学図
書館、 レオ ン ・ド・ロニィ文庫などの在外文庫などの情報を入力 した。第三に、久米島の上江
州家文書、奄美大島宇検村の吉野家文書、徳之島下久志の松林家文書の調査、な らびに縁者か
らの聞き取 りを行 った。
園田は、 日本に関す るマ種の地域研究である 日本人論 ・日本文化論を多量に読破 し、 「日本
的特色」 というものが どのような論理構造の上に成立 しているかを明 らかにしようと試みた。
日本文化論 は、 日本の文化の特色を、 日本独 自の国民性や社会的性格や 日本的制度などで明 ら
かにす ることによ って、 トー トロジーに近 い性格をもっている。この ような困難か ら脱出する
方法を探索 中である。
西村は、1994年10月か ら12月にかけ、カ リマ ンタンのイ ン ドネシア ・マレーシア国境地域に
おいて学校調査を行 った。学校教育の活動か らナショナリゼーションのベ ク トル、 ローカ リゼ
ーションのベク トル、 国際化のベク トルの三者を抽出 し、それ らが もた らす力学を考察 しよう
とした。成果の一端は、1995年2月に京都で開かれ た 「東南 アジア学 フ ォー ラム」において
「国境の村の国民教育:カ リマンタンにおける小学校の比較 と関係」 と題 して報告 した。
弘末は、前述の研究報告のほか、北スマ トラを対象 として、内世界の成立に関する研究を進
展 させた。
4.研 究 の成果 と フロンテ ィア
第一に、東南アジア地域研究を専門 とする班員からの 「外」と 「内」の重層 的構造を解 明す
る試みが個別具体的に進め られた。弘末の場合 を例示す るな らば、近世スマ トラの内世界の形
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成に南イン ド出身を自称する人々の果た した役割が明 らかになった。従来、イ ン ド文明、イス
ラーム文明の東南アジアでの定着において、文 明をもたらす外来者 と受容 した10calgenius
との結合が しば しば指摘 されてきたが、近世スマ トラの事例は、外来文化を担 い、かつ同時に
内世界の形成に関わった存在 として、南イ ンド系のメスティーソが無視できない役割を果たし
た ことを示 している。 こうした研究を進めるなかで今度は、そうしたメスティーソ的空間に区
切を設けさせる、言い換えれば内世界を形成させる要因は何であるか、よ り広いコンテ クス ト
で解明する必要があると弘末は感 じている。ベ トナムにおける植民地支配の問題を解明 しよう
とす る白石、イン ドネシアにおける国民統合と教育の関係を究明 しようとす る西村 もそれぞれ、
「外」と 「内」の相互関係 について個別具体的に研究を展開させている。
第二に、 日本研究およびヨーロッパ研究を専門とす る班員か ら 「外文明」と 「内世界」の関
係をめ ぐる比較の視座が提示された。河上の場合、西欧植民地支配の歴史的意義を、近代 日本
の果 た した役割を視野に収めつつ検討することが進められている。具体的には、第二次世界大
戦の 日本の敗北 と戦後処理の問題を、植民地解放独立 といった視覚か ら明 らかにしようと して
いる。横 山の場合、 日本 および琉球における外来文明の変容 と土着化の相互関係において、両
者が重層性をもって交 じりあい、 しぶ とく共存 した様子が判明されつつある。園田の場合、逆
欠如論を発表 したが、それは、 日本文化を分析する枠組をもって外国の文化を分析 し、その枠
組が 日本以外の文化 にも有効であるか どうかを明確にす る方法論である。現在は西洋との比較
分析を進めているが、対象を徐々に東南アジアに拡大 しようと試みている。





上述 したように、個別具体的事例に即 した研究は展開 しているが、それ らを総合するた
めの分析枠組を設定することが課題 となる。その際、土屋が著 した一連の著作 『イン ドネ
シァ民族主義研究』rカ ルティニの風景』rイ ン ドネシア=思 想の系譜』などが分析枠組
を設 ける上での重要な指針 となるであろう。
(2)個別研究の推進
共 同研究 としての統合の必要性は認めなが らも、基本 的には、個々の実証的な研究を重
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視する。個 々の研究者は、個別具体的な現象のなかに 「外文明と内世界」というパ ラダイ
ムを どのように取 り入れてい くかをつねに自問 しなければな らない。
(3)比較の視点の重視
われわれの研究班は、東南 アジア地域の研究者 とそれ以外の分野の研究者(日 本、西欧)
とがほぼ同数か らなる。 この特徴を活かすために、東南 アジアが外か らどのように見える
のか、また、東南 アジア的なダイナ ミズムを 日本や西欧に適用する と、どの点でどのよう
に不都合が生 じるのか、あるいは逆に、 日本や西欧の特色が よくみえて くるのかという、
空間的な比較を重視 したい。 しか しそれ とともに、方法的にも、歴史学、法政史、文明論、
教育学、国際関係論等、多様なので、方法論の間の比較 と相互交流 についても留意 したい。
以上のことを実現す るために、共同研究、個別研究を積極的に推進 し、必要に応 じてさまざ
まな分野の専門家 と内外を問わず に知的交流をはか り、さらに国内は もとよ り海外での学術調
査を遂行する予定である。
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